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図1　ニューラル・ネットワークの要! 基本学習法「バックプロパ
ゲーション」

人工知能

─ニューラル・ネットワーク
　　─教師あり
　　　　─パーセプトロン
　　　　─バックプロパゲーション
　　　　─アソシアトロン
　　─教師なし
　　　　─自己組織化マップ（SOM）
　　　　─ボルツマン・マシン
─データ・マイニング
　　─主成分分析
　　─クラスタ分析
　　─サポート・ベクタ・マシン（SVM）
─強化学習
　　─Qラーニング

最近話題の
ディープ・ラーニング
（ディープ・ニューラル・
ネットワーク）も仲間

今回はこれ

今回やること

● ニューラル・ネットワークが注目の理由
　人工知能において，ニューラル・ネットワーク（神
経回路網）は，最もポピュラーなアルゴリズムの一つ
です（図1）．ニューラル・ネットワークは脳をモデル
化したものと言われ，ニューロンを層状に並べた点に
特徴があります．

　ニューラル・ネットワークには，さまざまなものが
ありますが，特によく使われる「階層型フィードフォ
ワード・ニューラル・ネットワーク」には，多くの実
用例があります．
・音声認識
・指紋認証
・ヒトの表情認識
・構造物ヘルス・モニタリング装置
・交通手段選択ツール
　そして以下のような応用が研究されています．
・地震予知
・気象予測
・音響情景把握
・ゲノム・データ解析
・病変の早期発見
　ニューラル・ネットワークの中でも今話題のディー
プ・ラーニングは最先端の研究課題であり，さらなる
進化を遂げています．

● ニューラル・ネットの基本学習法「バックプロ
パゲーション」を試す

　このニューラル・ネットワークを効率良く学習させ
る手法の一つに，「バックプロパゲーション（Backpro 

（a）手順

お菓子A

お菓子E
お菓子D

お菓子C
お菓子B

マイク

1．学習データとテスト・
　  データの作成
お菓子の袋を振ってその
音を録音し,その音をwav
形式に変換する

2．学習…バックプロパゲーション
学習データを使ってニューラル・
ネットワークに学習させる

3．テスト3．テスト
テスト・データを使ってニュー
ラル・ネットワークで分類する

（b）実験に使ったターゲットお菓子

図2　今回やること…ニューラル・ネットワークの基本学習法「バックプロパゲーション」でお菓子の袋を振ったときの音を学習して聞き分
ける

牧野 浩二，鈴木 裕

人工知能アルゴリズム探検隊
わりとよく使われるタイプは動かしてガッテン! ダウンロード・データあります

第1回　PICで試せちゃう! なんとなーく思い出せる人工知能記憶装置「アソシアトロン」（2016年9月号）
第2回　パターン認識でよく使われる「サポート・ベクタ・マシン」（2016年10月号）

第3回 ニューラル・ネットの基本学習法「バックプロパゲーション」
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